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概要：ミリ波（MMW）-赤外（IR）広帯域電磁波イメージングは，透視性の非破壊検査技術と
して大きな可能性を示す．特にカーボンナノチューブ（CNT）を用いた光熱電効果型センサ
は，MMW-IR 帯での効率的な光学特性により注目されている．これは，光熱起電力 CNT セン
サが超広帯域であることにより，分子・波長固有の透過率値が非破壊な材質同定データベース
として集約されるためである．異なる観点からは，コンピュータビジョン（CV）技術は，3D
構造復元として有用な検査情報を提供する．非破壊検査では材質同定と構造復元を両立させる
必要があるが，従来の光学分野では広帯域 MMW-IR イメージングと CV モニタリングの組み
合わせに関する研究は未だ十分とは言えない．そこで本研究では，光熱起電力 CNT センサを
用いた MMW-IR 照射下での非破壊広帯域多波長モニタリングにより，多層複合 3D 物体に対
する CV 型のシンプルな非破壊検査を実証した．具体的には代表的な CV 手法の一つである視
体積交差法により，光熱起電力 CNT センサにより得られた 2 次元透過画像から 3 次元モデル
を構築し，波長別の復元像を重ね合わせることで，多層複合 3D 物体の詳細な非破壊完全検査
が可能となることを示した．


